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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

研究課題

価値の創出と受容、転移をコアに
した教科融合カリキュラムの開発
～「創る科」の創設を通して～

（最終年次）

山口大学教育学部附属山口小学校

令和４年度 研究開発学校フォーラム

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

研究説明の内容
１ 研究の目的
２ 研究の内容
３ 教科融合カリキュラムの開発
４ 研究の成果と課題

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

１ 研究の目的

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

研究の目的

カリキュラム・オーバーロードの解消

２０３０年の社会を生き抜くために
必要な資質・能力の育成
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

研究の目的

「創る科」の創設

教科等を越えた全ての学習の基盤として育まれ
活用される力

今後の社会の在り方を踏まえて、子供たちが現
代的な諸課題に対応できるようになるために必
要な力

２０３０年の社会を生き抜くために
必要な資質・能力の育成

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

研究の目的

Less is more
（少なく教えて豊かに学ぶこと）

教科融合カリキュラムの開発

カリキュラム・オーバーロードの解消

カリキュラムの過積載

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

授業チーム
評価チーム
カリキュラムチーム

校長、教頭
研究部

連携

研究組織について

運営指導委員会

奈須先生、福本先生
山口大学の先生

山口県公立小学校校長
PTA会長

研究支援委員

山口大学の先生

カリキュラムアドバイザー

各教科等に造詣の
深い県内外の先生

相談
指導・助言

相談

助言

相談

助言

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

２ 研究の内容
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

汎用的スキル

創出
受容

転移

特別活動（学級活動，児童会活動，クラブ活動，学校行事）

令和４年度 研究概要図

創る科

問題を
見出す力

批判的
思考力

比較する
力

情報を収集・
処理する力

先を
見通す力

関連
付ける力

具体化・
抽象化する力

他者に
伝える力

各教科等の本質（見方・考え方）

創出
受容

転移

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

各教科等の見方・考え方
（働かせている際の子供の言葉と姿）一覧

国語
〇⾔葉の意味
・〇〇という意味 ・リズムや響きがよい
・過去のこと、今のことを表している
・意⾒や考えを表している
・昔の⾔葉と現代の⾔葉

〇⾔葉の働き
・気持ちが分かる
・想像できる
・分かりやすい
・⼈に伝える
・⼈とつながる

〇⾔葉の使い⽅
・読み⼿を意識して書く
・聞き⼿を意識して話す
・書き⼿の⼯夫が分かった
・話し⼿の⼯夫が分かった

社会
○位置や空間的な広がり
・広がっている
・集まっている ・広がり
・位置 ・分布 ・地形
・環境 ・気候
・範囲 ・地域

○時期や時間の経過
・変わってきた ・始まった
・続いている ・時代
・由来 ・変化 ・発展
・継承 ・持続可能
・グローバル化

○事象や⼈々の相互関係
・つながり ・関係
・関連 ・協⼒ ・⼯夫
・努⼒ ・願い ・関わり
・連携 ・対策 ・役割
・影響

算数
◯単位・基準
・基準を揃える
・まとまり ・位
・⼀つ分 ・１とすると
・１あたり ・もと

◯集合
・（性質、形が）同じ、違う
・仲間 ・分ける ・広げる

◯表現
・具体物、数・式、図、表、
操作、グラフで表す

・表現を変換する
・表現の意味を考える

◯関数の考え
・きまり
・変化と対応
・⽐例
・反⽐例

理科
◯量・関係（物）
・数 ・⼤きさ ・重さ
・強さ ・⻑さ ・体積
・ふやすと…／へらすと…
・〜したから…だ
・〜が原因で

◯質・実体（化）
・〜だとしたら（例え）
・〜なら…といえるね
・ものの性質 ・ものの存在
・ものの様⼦ ・イメージ図

◯共通性・多様性（⽣）
・同じ ・ちがう
・仲間 ・グループ分け
・⼤きな決まり
・個々の特徴
・〜（視点）で⾒ると同じ
／違う

◯時間・空間（地）
・時間が経ったら…
・これから… ・前は…
・位置関係 ・循環 ・図

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

先を
見通す力

比較する
力

情報を
収集・処理
する力

関連
付ける力 問題を

見出す力

他者に
伝える力

具体化
抽象化する
力

批判的
思考力

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

特別活動（学級活動，児童会活動，クラブ活動，学校行事）

汎用的スキル

令和４年度 研究概要図

創る科

問題を
見出す力

批判的
思考力

比較する
力

情報を収集・
処理する力

先を
見通す力

関連
付ける力

具体化・
抽象化する力

他者に
伝える力

各教科等の本質（見方・考え方）

創出
受容

転移

創出
受容

転移
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

学習過程について
創出 無自覚ではあるが、本質（見方・考え方）や価

値を生み出したり、本質（見方・考え方）や示
された価値について考えたりする過程

受容 無自覚であった本質（見方・考え方）や価値を
自覚的に捉えていく過程

転移 ①受容した本質（見方・考え方）や価値を他の
文脈や場面においても活用できるのかを考え
たり実践したりする過程

②「創る科」の学習で創出と受容、転移した
価値を各教科等の学習に活用できるのかを
考えたり実践したりする過程

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

過程 主な支援

創出

・単元において子供が繰り返し働かせる価値や本質（見方・考え
方）を設定し、単元を構成する。

・価値や本質（見方・考え方）に着目できるように、教材提示の
仕方を工夫する。

・価値や本質（見方・考え方）に着目できるように、教材との出
合いの文脈を工夫する。

受容

・子供の様々な発言や考えを認める。
・子供自身や仲間の言動に対して、その理由や意図、思いについ

て問い返す。
・仲間の発言に対して再現を促す。
・単元や１単位時間ごとに価値や本質（見方・考え方）の振り返

りを促す。

転移

・価値や本質（見方・考え方）を活用する場面を設定する。
・価値や本質（見方・考え方）を活用できそうな場合を考えるよ

う促す。
・課題と照らし合わせて活用できそうなことを問う。
・価値や本質（見方・考え方）を活用せざるを得ない状況や場を

設定する。

各過程の主な支援

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・人間性等

◆各教科等で設定した本質（見方・考え方）の創出と受
容，転移を促す。
◆時数の削減を推し進め，各教科等を豊かに学んでい
くことにつながる。
◆「創る科」の学習で扱う価値との関わりについても意
識して指導に当たる。

「各教科等」
◆目 標
各教科等の本質（見方・考え方）を創出と受容、転移させる学習をと

おして、知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・人間
性等を育む。

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

単元について
（１）単元名「じしゃくのひみつ」(第３学年)

「A 物質・エネルギー（磁石の性質）」

（２）単元のねらい
比較しながら追究する活動を通して
〇「磁石に引き付けられる物と引き付けられない物がある
こと」「磁石に近付けると磁石になる物があること」「磁石
の異極は引き合い、同極は退け合うこと」を理解する。

〇主に差異点や共通点を基に問題を見いだし、科学的根
拠を捉えながら主体的に問題解決しようとする態度を育
成する。

理科
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

本単元で扱う理科の見方・考え方

見方
（物事を捉える視点）

考え方
（どのように思考するか）

●質的・実体的な見方
●量的・関係的な見方
●時間的・空間的な見方
●共通性・多様性の見方
●原因と結果の見方
●部分・全体の見方
●定性的・定量的の見方

●比較する
●関係付ける
●条件を制御する
●多面的に考える

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

本単元で扱う理科の見方・考え方

○見方 質的・実体的な見方
・・・物の材質に着目すること

○考え方 比較する
・・・問題解決の過程で、複数の事物・現象を

対応し、比べるという考え方

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

本単元で扱う理科の見方・考え方

○見方 質的・実体的な見方
・・・物の材質に着目すること

○考え方 比較する
・・・問題解決の過程で、複数の事物・現象を

対応し、比べるという考え方

見た目 具体物材質（素材）

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
身の回りにある、磁石とくっつくものを探そう
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
身の回りにある、磁石とくっつくものを探そう

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出

真っ赤な消火器も
じしゃくにくっついたよ。

何でできているのか
気になる。（材質）

身の回りにある、磁石とくっつくものを探そう

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出

真っ赤な消火器も
じしゃくにくっついたよ。

何でできているのか
気になる。（材質）

質的・実体的な見方
無自覚

身の回りにある、磁石とくっつくものを探そう

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
板書上で明示化 振り返り活動の充実



7

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
板書上で明示化 振り返り活動の充実

見た目材質（素材）

具体物

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
板書上で明示化 振り返り活動の充実

見た目材質（素材）

具体物

①分かったこと（結果）

②学習に役立ったこと（過程）

②

①

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
板書上で明示化 振り返り活動の充実

見た目材質（素材）

具体物

①分かったこと（結果）

②学習に役立ったこと（過程）

②

①

質的・実体的な見方
自覚化

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

転移

質的・実体的な見方自在に活用
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

転移
単元の最後に
空き缶は磁石に
くっつくかな。

質的・実体的な見方自在に活用

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

転移
単元の最後に
空き缶は磁石に
くっつくかな。

先生、素材（材質）を
教えて！！

質的・実体的な見方自在に活用

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

転移
単元の最後に 次の単元において
空き缶は磁石に
くっつくかな。

先生、素材（材質）を
教えて！！

～明かりをつけよう～

質的・実体的な見方自在に活用

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

転移
単元の最後に 次の単元において
空き缶は磁石に
くっつくかな。

先生、素材（材質）を
教えて！！

～明かりをつけよう～

どのようなものが電気
を通すかな。

素材ごとに調べていこう！！

木…×

アルミニウム…○

鉄…○

紙…×

銅…○

金属が電気を通す

質的・実体的な見方自在に活用
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

「創る科」

汎用的スキル
価値を各教科等の学習の中で使いこなし、

日常生活の中に生かしていく能力

◆週当たり1時間の年間35時間を時数として配当
している。
◆価値を学習内容として直接扱う。
◆教材については、各教科等の文脈によらない。

◆目 標
価値を創出と受容、転移させる学習を通して、よりよく生きるための

基盤となる汎用的スキルを養う。

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

先を
見通す力

比較する
力

情報を
収集・処理
する力

関連
付ける力 問題を

見出す力

他者に
伝える力

具体化
抽象化する
力

批判的
思考力

意味

方法

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

具体化・抽象化する力
〔第１学年及び第２学年〕
対象についての具体例を挙げること。
〔第３学年及び第４学年〕
目的や場面，状況に応じて，具体例を挙げ，要素に
分けたり，法則を挙げ，一つにまとめたりすること。

本単元で扱う価値

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
どうすればおいしいケーキになるのかな

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
どうすればおいしいケーキになるのかな

いちごやフルーツがのったク
リームケーキをください。隙
間なく、スポンジの形は四角
にしてください

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
どうすればおいしいケーキになるのかな

いちごやフルーツがのったク
リームケーキをください。隙
間なく、スポンジの形は四角
にしてください

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
どうすればおいしいケーキになるのかな

いちごやフルーツがのったク
リームケーキをください。隙
間なく、スポンジの形は四角
にしてください
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
どうすればおいしいケーキになるのかな

いちごやフルーツがのったク
リームケーキをください。隙
間なく、スポンジの形は四角
にしてください

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出
どうすればおいしいケーキになるのかな

いちごやフルーツがのったク
リームケーキをください。隙
間なく、スポンジの形は四角
にしてください

具体化する力

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

創出

無自覚

どうすればおいしいケーキになるのかな

いちごやフルーツがのったク
リームケーキをください。隙
間なく、スポンジの形は四角
にしてください

具体化する力

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
教材の文脈から離れず
に、問題解決できた理
由を振り返る

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
教材の文脈から離れず
に、問題解決できた理
由を振り返る

どうしておいしいケーキになったのかな

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
教材の文脈から離れず
に、問題解決できた理
由を振り返る

どうしておいしいケーキになったのかな

トッピングの量や並べ方などを詳しく伝えたか
らだよ。

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

受容
教材の文脈から離れず
に、問題解決できた理
由を振り返る

どうしておいしいケーキになったのかな

トッピングの量や並べ方などを詳しく伝えたか
らだよ。 具体化する力
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

第1次 曖昧なものを具体化する
１時間目

2時間目

3時間目

創出 受容

創出 受容

創出 受容

自覚化 具体化する力

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

第2次 様々な場面で発揮される具体化する力
について話し合う

転移

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

転移
どのような場面で具体化する力が発揮で

きるかについて話し合う活動を設定する。

具体化する力はどのような時に役立つかな

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

転移
どのような場面で具体化する力が発揮で

きるかについて話し合う活動を設定する。

具体化する力はどのような時に役立つかな

けがをして保健室に行った時に役立つよ。

どこで、どのようにけがをしたのかを伝えること

で、保健室の先生もすぐに治療をしてくれそうだよ。

自在に活用 具体化する力
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

「創る科」で扱う８の価値

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

◆内容構成
Ａ 具体化・抽象化する力
〔第１学年及び第２学年〕
対象についての具体例を挙げること。

〔第３学年及び第４学年〕
目的や場面、状況に応じて、具体例を挙げ、要素に

分けたり、法則を挙げ、一つにまとめたりすること。
Ｂ 比較する力
〔第１学年及び第２学年〕
視点をそろえて比べること。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「創る科」

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

評価について

創る科ノートの記述「５年 先を見通す力」

【先を見通す力】
よりよい結果に向かって，経験や知識をもとに，適
切に判断したり実行したりすること。

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

掲示について

意味

方法

方法

方法
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Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

３ 教科融合カリキュラムの開発

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

各教科等の学習を本質（見方・考え方）で整理し、
「創る科」の学習で扱う価値を教科等横断的な
視点として編成したカリキュラム

教科融合カリキュラムとは

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

教科融合カリキュラム編成イメージ図

教科等横断的な視点
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令和４年度

1 6

2 7

3 8

4 9

5 10

ぼくじょう たんけん　(2) 2 １　　１０までの かず 2 2 ３　　あわせて いくつ　ふえると いくつ 3 9 ４　　のこりは いくつ　ちがいは いくつ 3 8

１　　１０までの かず 2 具 7 ２　　いくつと いくつ 2 7 ４　　のこりは いくつ　ちがいは いくつ 3 関 6 ５　　なんばんめかな 3 2

３　　あわせて いくつ　ふえると いくつ 3 関 6 ６　　いくつ あるかな 3 情 1

　

　

9 15 15 11

１　ひょうとグラフ 3 情 4 ４　たし算のひっさん 1 9 ６　1000までの数 1 先 8 ８　長さ（１） 1 比 6

２　時こくと時間 1 問 2 ５　ひき算のひっさん 1 9 ７　大きい数のたし算ひき算 1 先 12

３　2けたのたし算とひき算 1 6

　

　

12 18 20 6

１　かけ算 1.4 具 3 ２　時こくと時間(1) 1 2 ４　あまりのあるわり算 3 1 ６　表とグラフ 3 情 10

２　時こくと時間(1) 1 情 3 ３　わり算 1 比 12 　　倍の計算　テープ作り 1.4 比 2

４　あまりのあるわり算 3 比 4 ５　たし算とひき算 1 先 13

　

6 18 16 10

小３

小２

7月 8月

情：情報を収集・処理する力
関：関連付ける力
批：批判的思考力（５・６年）
先：先を見通す力

小１

月 4月

表現

5月 6月

関数の考え

単元配列表

見方・考え方

単位・基準

価値

具：具体化・抽象化する力（１～４年）
比：比較する力（１～４年）
他：他者に伝える力
問：問題を見出す力

集合

縦 軸

単元や学習内容をつなぐ視点

見方・考え方で整理する視点

カリキュラムアドバイザー

各教科等で単元配列表の作成

年３回のカリキュラム編成会議
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ぼくじょう たんけん　(2) 2 １　　１０までの かず 2 2 ３　　あわせて いくつ　ふえると いくつ 3 9 ４　　のこりは いくつ　ちがいは いくつ 3 8

１　　１０までの かず 2 具 7 ２　　いくつと いくつ 2 7 ４　　のこりは いくつ　ちがいは いくつ 3 関 6 ５　　なんばんめかな 3 2

３　　あわせて いくつ　ふえると いくつ 3 関 6 ６　　いくつ あるかな 3 情 1

　

　

9 15 15 11

１　ひょうとグラフ 3 情 4 ４　たし算のひっさん 1 9 ６　1000までの数 1 先 8 ８　長さ（１） 1 比 6

２　時こくと時間 1 問 2 ５　ひき算のひっさん 1 9 ７　大きい数のたし算ひき算 1 先 12

３　2けたのたし算とひき算 1 6

　

　

12 18 20 6

１　かけ算 1.4 具 3 ２　時こくと時間(1) 1 2 ４　あまりのあるわり算 3 1 ６　表とグラフ 3 情 10

２　時こくと時間(1) 1 情 3 ３　わり算 1 比 12 　　倍の計算　テープ作り 1.4 比 2

４　あまりのあるわり算 3 比 4 ５　たし算とひき算 1 先 13

　

6 18 16 10

小３

小２

7月 8月

情：情報を収集・処理する力
関：関連付ける力
批：批判的思考力（５・６年）
先：先を見通す力

小１

月 4月

表現

5月 6月

関数の考え

単元配列表

見方・考え方

単位・基準

価値

具：具体化・抽象化する力（１～４年）
比：比較する力（１～４年）
他：他者に伝える力
問：問題を見出す力

集合

縦 軸

見方・考え方で整理する視点

単元や学習内容をつなぐ視点
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令和5年度 第 3 学年 年間計画表

学校の教育目標 明日につながる学びを創る～学びの楽しさを実感できる学校～

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

創る科

比較する力 3 具体化・抽象化する力 3 他者に伝える力 5 情報を収集・処理する力 5 先を見通す力 3

3 3 5 5 0 3

国語

よく聞いて，じこしょうかい 3他 1漢字の音と訓 1情 2 気もちをこめて「来てくださ
い」

3 他 3仕事のくふう，見つけたよ 2他 6 わたしと小鳥とすずと/夕日
がせなかをおしてくる

1具 2

どきん 1具 1もっと知りたい，友だちのこと
【コラム】きちんとつたえるた
めに

3他 1 まいごのかぎ 2 関 6夏のくらし 1関 1 山小屋で三日間すごすなら 3他 3

きつつきの商売 2具 7言葉で遊ぼう/こまを楽しむ 3比 7 俳句を楽しもう 1 関 3鳥になったきょうりゅうの話 2他 3 ポスターを読もう 3比 2

図書館たんていだん 1情 1 こそあど言葉を使いこなそう 1 他 1 へんとつくり 1具 2

国語辞典を使おう 1情 2 引用するとき 3 情 2 ローマ字 1比 4

春のくらし 1関 1 ちいちゃんのかげおくり 2比 3

横 軸

「創る科」で扱う８の価値
・比較する力 ・他者に伝える力 ・問題を見出す力
・具体化・抽象化する力 ・関連付ける力 ・批判的思考力
・先を見通す力 ・情報を収集・処理する力

各教科等をつなぐ視点

創る科を含む学年別年間指導計画の編成 各学年部＆教科部

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

①価値に合わせて、各教科等の単元を入れ替える

②創る科の単元計画を設定する

横 軸

令和４年度 第 3 学年

比較する力 5 関連付ける力 5 情報を収集・処理する力 5

0 5 5 5 0

１　かけ算 1.4 具 7 ２　時こくと時間(1) 1 2 ４　あまりのあるわり算 3 1 ふりかえろう　つなげよう 1

２　時こくと時間(1) 1 情 3 ３　わり算 1 比 12 倍の計算　テープ作り 1.4 比 2 ６　表とグラフ 3 情 10

４　あまりのあるわり算 3 比 4 ５　たし算とひき算 1 先 13 活動！！ 1

　

10 18 16 12 0

しぜんのかんさつ 456 比関 4 植物を育てよう 45 比 3 かげと太陽/月 356 比関 8 チョウを育てよう/こん虫 45 比 7

かげと太陽/月 356 比関 6 植物を育てよう 45 比 3 ２－３　植物を育てよう 45 比 2

4 9 11 9 0

0.音楽の導入 2ｱ⇔A 他 2 1.楽ふとドレミ 8ｱ⇔A 問 2 こんにちはリコーダー 1ｳ⇔2 問 4 2.歌声ひびかせて 1ｳ⇔A 他 2 にっぽんのうたみんなのうた 11ｳ⇔B 関 1

小さな世界 キラキラおひさま この山光る

アラムサムサム ドレミの歌 ホルディリディア

リズムなかまで楽しもう にっぽんのうたみんなのうた 2ｱ⇔B 関 2 音のスケッチ 1ｲ⇔A 問 3

にっぽんのうたみんなのうた 4ｱ⇔B 関 2

4 4 4 5 1

音楽

理科

算数

創る科

月 4月 5月 6月 7月 8月

年間計画表

学校の教育目標 明日につながる学びを創る～学びの楽しさを実感できる学校～

各学年部＆教科部

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

４ 研究の成果と課題
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成果

◎学習過程に創出と受容、転移の過程を位置付
けることで、「見方・考え方」や「価値」を自覚的に
働かせて学びを深める子供の姿が多く見られるよ
うになった。その結果、授業時数の削減につながっ
た。

◎教科融合カリキュラムを開発し、運用すること
で、子供の汎用的スキルを育み、各教科等の学習
を関連付けたり、自立的に学んだりする子供の姿
が見られるようになった。

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

成果

◎「見方・考え方」や「価値」を中心に据えた授業
を日々行うことで、教師が子供の言動を注意深く
見取るようになり、そのよさに気付く力がより身に
付いてきた。

◎参観日で創る科の授業を公開したり、学校説
明会等の機会に取組について説明する場を設け
たりしたことで、「見方・考え方」が子供の豊かな
学びにつながっていることや創る科を行うことのよ
さについて保護者の理解が得られるようになった。

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

課題

◎「見方・考え方」や「価値」を系統的に指導する
ためには、教師のより強い連携が求められる。また
は、複数年指導できるような体制が必要である。

◎教科融合カリキュラムの不断の見直しと運用等、
カリキュラムマネジメントを継続的に行う必要があ
る。

Yamaguchi Elementary School attached to Yamaguchi University

ご清聴ありがとうございました


